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毎月洲'3日|曜日は

家庭の日です

「夢を大きく育てよう」

新入学・新就職などで人きな
希望に満ちているときですちているときです
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三
月
十
二
日
、
市
長
の
施
政
方
針
説
明
を
中
心
に
、

昭
和
四
十
六
年
度
の
、
才
一
回
定
例
市
議
会
は
、
こ
れ

か
ら
一
年
間
に
行
う
事
業
、
こ
れ
に
伴
う
予
算
な
ど
二

十
八
議
案
を
九
日
間
（
二
十
一
日
ｌ
春
分
の
日
ｌ
休
会
）

に
わ
た
っ
て
森
議
、
桑
案
件
を
可
決
、
二
十
二
日
に
肌

会
し
ま
し
た
。

市
民
の
一
人
一
人
が
郷
士
愛
に
目
ざ
め
、
新
し
い

市
づ
く
り
の
た
め
、
に
起
ち
あ
が
る
時
こ
そ
、
明
る

い
豊
か
な
高
萩
市
の
実
現
が
可
能
と
な
る
の
で
あ

り
、
こ
れ
こ
そ
‐
私
供
に
与
え
ら
れ
た
使
命
な
の

で
あ
り
ま
す
。
ｌ
施
政
方
針
説
明
か
ら
ｌ

議
会
矛
一
日
目
に
、
市
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
施
政
方
針
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
お
知
ら
せ
し

本
年
度
の
市
政
が
ど
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
行

わ
れ
て
行
く
か
を
説
明
し
象
な
さ
ん
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
民
主
的
砧
効
率
的
・
積
極
的
な
運
営
を

‐
１
０
，
ｒ
》

?蛎

蜀
産
業
魚
社
会
生
活
！
教
育
Ｈ
福
祉
溌
中
庇
に
編
成

,－－
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１
産
業
の
振
興

雌
業
は
、
労
働
力
の

流
出
に
よ
る
後
繩
老
の

不
足
、
昨
年
に
続
く
大

帆
な
米
の
生
産
調
雅
、

そ
し
て
農
旅
物
価
絡
の

不
疫
定
な
ど
、
か
つ
て

な
い
深
刻
な
血
賜
に
立

た
さ
れ
て
い
ま
す
。

反
川
、
こ
の
時
期
こ

そ
、
試
練
の
と
き
と
考

え
、
剥
し
い
農
政
へ
の

転
換
の
契
機
に
す
る
た

め
、
過
日
市
内
有
識
希

の
意
見
を
求
め
、
農
菜

の
方
向
付
を
諮
問
す
る

農
政
審
議
会
を
発
足
さ

せ
・
事
し
た
。

奇
産
振
興
の
た
め
に

は
、
牧
野
改
良
、
農
牧

道
等
の
開
発
整
備
、
林

業
撒
造
改
善
事
業
の
推

進
を
は
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
の
後
継

者
対
飛
、
尚
農
改
善
の

た
め
の
、
興
農
資
金
利

用
に
対
す
る
、
利
子
補

給
等
を
予
算
化
し
ま
し

た
。
中
小
企
樂
に
お
い
て

も
、
労
力
不
足
と
全
般

的
な
停
洲
傾
向
に
あ
る

品
気
下
で
、
各
企
業
の

努
力
が
統
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
市
政

面
か
ら
も
経
営
技
術
の

高
度
化
、
近
代
化
に
協

力
し
た
く
思
い
ま
す
。

写
真
説
明

上
施
政
方
針
を
説
明
す
る
市
長

下
慎
重
な
審
議
風
景 ２

謹
会
生
活
環
境
の備

ま
ず
、
道
路
を
改
良
し
、
住
宅

地
周
辺
の
側
瀧
、
排
水
路
の
整
備

等
で
、
環
境
衛
生
の
改
善
を
行
い

さ
ら
に
、
二
カ
所
の
永
久
橘
を
含

む
三
カ
所
の
橘
り
ょ
う
架
替
を
計

価
し
て
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
激
増
の
傾
向
に
あ
る

交
通
災
害
に
対
し
て
峠
、
国
道
赤

浜
地
区
へ
の
脇
号
磯
靴
置
を
は
じ

め
と
し
、
危
険
区
域
の
遮
腿
制
限

区
川
、
迫
趣
禁
止
区
間
の
延
長
、

踏
切
、
叫
道
、
橋
り
ょ
う
の
幅
員

狐
張
等
を
、
関
係
機
間
の
協
力
を

得
て
打
開
し
た
ぐ
思
い
を
す
。

市
営
駐
軍
場
は
、
現
在
二
カ
所

を
新
設
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
い

て
開
設
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
・
市
民
の
衛
生
知
識
の
普

及
と
向
上
を
は
か
る
た
め
、
衛
生

知
識
普
及
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

じ
ん
芥
焼
却
場
の
施
設
拡
充
は

緊
急
事
態
で
あ
り
、
総
力
を
あ
げ

処
理
能
力
三
十
ト
ン
の
新
施
設
に

取
り
組
み
ま
す
。
今
後
の
産
業
開

発
の
過
程
で
、
公
害
対
策
に
は
真

剣
に
取
り
組
む
要
が
あ
り
、
既
発

生
の
諸
問
題
に
は
、
充
分
に
調
査

し
原
因
究
明
に
つ
と
め
ま
す
。

澗
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
の
防
災
意
識
を
高
揚
さ
せ
、

消
防
々
災
の
見
地
に
立
つ
「
街
づ

く
り
」
を
推
進
．
事
故
の
未
然
防

止
と
初
期
防
災
緊
急
体
制
を
確
立

し
た
く
思
い
ま
す
。

３
教
育
の
充
実

こ
の
施
策
で
は
、
予
算
の
大
輔

岫
額
（
前
圧
庇
比
一
五
六
・
三
％
）

を
児
込
鍬
ま
し
た
。

こ
の
予
郭
は
、
教
貯
蝋
境
の
轆

備
の
た
め
、
秋
山
中
の
段
内
通
励

則
処
祇
、
尚
萩
巾
の
学
校
プ
ー
ル

東
小
に
幼
碓
団
を
新
設
す
る
事
業

費
を
は
じ
め
、
各
小
中
核
の
教
具

備
品
、
施
設
等
の
改
稗
衲
修
の
た

め
に
使
用
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
而
で
は
、
四
十
五

年
度
予
算
に
計
上
し
た
中
央
公
民

館
の
建
設
を
進
め
る
と
同
時
に
、

そ
の
姉
品
購
入
の
た
め
、
新
た
な

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

体
育
ス
ポ

ツ
而
で
は
、
四
十

九
年
茨
城
国
体
の
野
球
会
場
の
誘

致
が
決
定
し
て
い
る
た
め
、
剛
木

原
に
年
次
計
画
で
競
技
場
を
建
設

す
る
予
疎
を
計
上
し
ま
し
た
。

な
ぉ
、
開
発
に
伴
っ
て
失
な
わ

れ
て
行
く
郷
土
の
隣
重
な
文
化
適

旅
や
自
然
等
を
保
識
す
る
た
め
文

化
財
保
識
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

４
福
祉
行
政
の
推
進

、
し
身
随
害
者
の
福
祉
対
雛
と
し

て
特
に
恵
ま
れ
な
い
身
体
陣
告
考

に
は
、
奉
仕
員
の
派
泄
、
袖
装
具

補
聴
器
の
交
付
等
に
よ
り
、
直
接

的
な
、
援
助
を
し
た
く
思
い
ま
す

老
人
の
福
祉
対
紫
で
は
、
将
来

の
福
祉
行
政
ビ
ジ
ョ
ン
の
な
か
に

「
老
人
憩
の
家
」
の
建
設
を
計
画

し
、
そ
の
た
め
の
調
査
、
検
討
を

し
て
行
き
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
の
診
察
の
た
め

に
は
、
医
師
、
万
謹
姉
を
派
遣
し

奉
仕
員
に
よ
る
肛
推
の
お
世
話
を

し
た
く
思
い
ま
す
。

児
戯
の
禍
祉
対
策
と
し
て
は
、

保
育
所
を
充
実
さ
せ
、
保
育
に
欠

け
る
児
撒
や
、
保
育
に
欠
け
が
ち

な
勤
労
世
柵
の
禰
祉
向
上
に
つ
と

め
ま
す
．
生
酒
偲
波
者
に
は
、
保

穫
費
を
前
年
度
比
一
四
％
ア
ッ
プ

し
、
詰
物
側
の
商
臘
に
対
処
、
一

般
所
得
と
の
梢
差
泄
正
に
努
め
ま

す
。ま
た
、
各
種
福
祉
剛
体
へ
の
助
成

金
は
、
そ
の
活
動
状
況
に
よ
り
遂

次
増
額
を
予
定
、
君
田
診
寮
所
に

つ
い
て
は
諺
現
在
医
師
交
渉
中
で

す
が
、
早
期
解
決
を
は
か
り
た
く

思
い
ま
す
。

が生きて

挙の投票日は

1 1日です

のびゆく 地方自治
不在者投票の制席が変わりました

くわしいことは選挙管理委員会で

たずねてください

撰ぶ目

知事選

4月
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す予算

万

政 の特 生を46 年度
一

か

歳入予算の率項別明細表
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一般会計(単位千円）

｛
」
れ
か
ら
一
年
間
の
市
政
を
進
め
る
昭
和
四
十
六
は
三
億
八
七
五
四
万
三
千
円
看
、
予
算
総
額
は
‐
｜

年
度
の
予
算
が
第
一
回
定
例
市
議
会
で
審
議
ざ
れ
原
七
億
五
八
四
八
万
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

案
ど
う
り
可
決
し
ま
し
た
．
こ
れ
は
、
市
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
大
型
予
算
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
一
こ
の
一
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
大
型
予
算
が
、
市
の
ど

二
億
一
八
六
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
、
二
億
の
よ
う
な
こ
と
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る

五
六
二
六
万
四
千
円
（
二
七
・
一
・
〈
１
セ
ン
ト
）
の
か
を
説
明
す
る
た
め
、
投
資
的
事
業
に
使
わ
れ
為
予

増
加
に
な
っ
て
い
ま
す
。
算
の
概
要
を
表
と
グ
ラ
フ
を
ま
じ
え
て
解
説
し
て
承

ま
輻
特
別
会
計
の
予
算
額
蚕
す
。

は
一
億
六
九
○
八
万
円
、
公
憐
企
業
会
計
の
予
算
額

■
『
Ｊ
１
・
＃
丑
』
、
ヅ
『
４
ゾ
【
、
Ｊ
、
寸
陵
１
人
『
寺
盟
Ｔ
Ｉ
毎
略
迎
■

▲議会費

４
５
９

１
９
７

度
よ
り
、
一

養
と
し
て
一

『
４
Ｊ
Ｆ
』
‐
ト
ー
●
『
串

ロ

ー

坐

屍

哩

画

ｌ

ユ

可

Ｉ

各

菰

靴
今

団
体
活
動
に

更
新
し
ま
す
．
７
１

計
業
業
業
計
業
業

昨
年
度
に
引
き
就
き
、
士
地
開
総
周
ｆ
亨

狛
計
諦
掘
需
諦
惜
事
道

発
韮
金
と
し
て
ニ
ハ
○
○
万
円
を
言

水

計
上
し
、
公
共
用
地
の
取
得
を
容
算
汁
Ｉ

会
会
康
共
霊
会
唾
用

易
に
す
る
と
と
も
に
、
邪
務
の
椎
般
別
睡
業
萩
業
、
ｘ
業

予

総

一
特
国
農
高
企
水
工

進
を
は
か
る
計
。
川
を
し
ま
し
た
。

ふ
ま

▲

民

生

費

特

別

会

計

企業会計

二
億
四
八
七
万
四
千
円
▲

生
活
扶
助
費
が
大
部
分
を
占
め

と
め
ま
す
。

賑

室

、

予

防

接

種

室

の

建

設

費

と

て
い
ま
す
が
、
各
扶
助
茜
を
前
年
▲
衛
生
費
斗
天
五
十
万
円
計
上
し
ま
し

度
よ
り
、
一
四
妬
引
き
あ
げ
る
経
一
億
一
四
三
一
万
三
千
円
▲
少
‐

蚕
と
し
て
一
億
二
○
一
七
〃
四
千
予
防
接
種
業
務
等
で
不
足
し
て
い
衛
生
組
合
負
抓
金
に
は
、
四
四

円
坐
迂
計
上
し
ま
し
．
尾
る
保
健
婦
の
確
偲
の
た
め
、
新
た
三
Ｏ
万
七
千
円
望
ざ
負
担
し
、
じ
ん

各
菰
靴
会
剛
体
に
助
成
を
行
い
に
四
十
五
万
円
、
予
防
接
種
業
務
芥
焼
却
場
の
新
設
、
伝
染
病
治
療

団
体
活
動
に
よ
ぁ
福
祉
向
上
に
つ
上
の
事
故
防
止
対
策
の
た
め
、
消
関
係
の
業
務
を
円
滑
に
し
ま
す
。

’
億
九
四
七
○
万
七
千
円
▲
Ｊ
瀬
川

市
長
莱
勝
の
、
よ
り
能
率
的
処
ｆ
算
茜

即
の
た
め
、
四
年
間
使
用
し
ま
し
１
予
耽

た
市
長
巾
を
一
四
四
万
五
千
円
で

額
ｌ
ｋ

Ｄ師
同
Ｍ
１
’

’
’
八
六
八
万
五
千
円
▲
千
師

現
代
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
ス
位
３

単

ヒ
ー
デ
イ

に
変
刺
す
る
時
代
で
く訳
Ｉ
税
税
税
税
税
税
税
税
税

４
歩

。

こ
の
現
代
に
叩
応
す
る
た
め
に
内
需
Ⅱ
産
爪
樅
ス
取
面

性
、
柔
帆
で
円
滑
な
縦
会
迦
慨
が
加
民
盗
励
、
コ
カ
産
引
湯
計

涯
求
さ
れ
た
す
。
追
自
抵
気
材
市

耐
合
市
問
軽
た
芯
鉱
水
入
都

▲
総
務
費

ハ
Ｕ
怪
１

回
１
／
１

や
易
１

７
４
１
Ｊ

従
た
８

１
１

年
し
１

グ
ー
弾
』、

〃

ｒ
瑚
Ⅱ
叶
八

恥
一
州
一
吋

115， 9

151． 5
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ID巴- ご『｣1‘“執 |鞭1 W

j糊& '1 』j』 Mh狐W i 1 ｣§知 ｣ f 池
一
岬

吋
一
叫
一
叩

分#1 1企及び‘'1 』 【金

他'11 11 ﾄ ﾉｾび下＃tl1;ト

11 ﾉ.1 2 .‘ 虻 川令
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11イ 硴 収 人
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li ｛11（
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色I

咋
一
叫

雌

６９
野
一
的

郵
一
郡

１８１ ７

〒
Ｊ
八
Ｕ
つ
必

甲ｊ

川
Ｕ
ｎ
〕

卿Ｕ

仰
い
う
』

３
１

〔
ｂ
ハ
Ｕ
８

守
上
Ｏ
串
１

り
』
内
ふ
む
１

《
ｂ
〔
り１

７
８
６

３
６
０

０
４
６

９
７

８
－
１

９
－
５

｜
州

畑
一
御
一
皿
一
恥
恥
恋

ハ
Ｕ
ｎ
Ｕ

ｎ
Ｕ
、
●
ｂ

心
理
Ｒ
〕

Ｆけ

１
Ｌ

Ｆ
Ｊ
バ
リ

「
上
司
些

晒
一
” ］

］
41．845

3．909召冗句

1..句

９
６
１

Ｆ
民
』
「
０
４

３
８
４
３
５
３

７
１
８
０

14，548
]86‘20

▲
労
動
費三
八
三
三
万
三
千
円
▲

失
業
対
策
と
し
て
、
延
べ
三
○
○

七
メ
ー
ト
ル
の
側
溝
新
設
工
事
、

清
捕
事
業
等
を
行
う
饗
用
と
し
て

計
上
し
ま
し
た
。

▲
農
林
水
産
業
費

八
七
○
’
’
万
八
千
円
▲

農
業
後
継
者
対
簸
と
し
て
、
労

働
力
の
確
保
に
つ
と
め
る
た
め
、

七
三
万
九
千
円
を
汁
上
し
ま
し
た

畜
産
振
興
に
唯
ｆ
一
カ
所
の
車
地

改
良
躯
難
の
た
め
、
’
七
二
二
万

一
丁
円
を
計
上
し
、
帝
旅
振
興
の

祇
椛
的
奨
励
を
行
な
い
、
山
川
地

域
住
民
の
生
活
向
上
と
帝
肉
術
要

供
給
源
の
役
劉
を
は
か
り
ま
す
。

農
業
経
営
の
雅
批
盤
傭
に
は
、

鵬
遁
の
改
良
、
用
水
の
改
修
の
た

め
前
年
度

に
引
き
続
い
て
十
七
カ

所
を
予
定
し
、
一
○
六
一
万
三
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

三
ヵ
年
計
凹
の
緋
難
枇
造
改
幣

亜
業
は
、
本
年
膜
が
節
三
年
次
目

に
当
り
ま
す
が
、
総
事
業
曲
二
九

二
八
万
円
を
計
上
し
、
林
業
経
世

の
省
力
化
、
合
邦
化
に
よ
り
、
林

業
振
興
の
向
上
を
は
か
り
才
す
。

▲
商
工
費

七
五
万
七
千
円
▲

商
工
会
等
に
輔
助
を
行
い
、
商
工

振
興
の
自
主

を
促
す
と
と
も
に
．
中

小
企
業
の
育
成
に
つ
と
め
ま
す
。

▲
土
木
費一
億
七
五
五
二
万
円
▲

一
般
土
木
家
業
の
道
滞
維
持
出

四
九
七
万
一
千
円
、
道
路
新
設
改

良
費
八
二
八
六
万
六
千
円
、
刷
り

ょ
う
維
持
費
四
四
万
九
千
門
萱
橋

り
ょ
う
新
設
改
良
曲
五
七
八
刀
Ⅲ

と
、
壷
通
宏
や
施
設
挫
備
背
の
、

Ⅶ
三
○
万
八
千
円
を
各
計
上
し
ま

し
た
。
市
街
地
の
惟
幟
伽
で
は
、

都
市
計
凹
猟
紫
‐
こ
し
て
、
断
料
伽

』
〃
ｆ
ｆ
Ｉ
Ⅲ
Ⅱ

業
者
八
○
○
万
円
で
訓
裟
工
事
を

計
画
、
水
蹄
改
修
工
堺
費
は
、
河

浜
町
俳
水
路
に
四
八
０
万
円
、
絆

地
川
下
水
滞
に
二
五
○
万
門
を
訓

上
し
ま
し
た
。

住
宅
建
設
訓
業
で
は
．
二
六
九

六
万
三
千
川
で
、
伽
品
川
火
榊
造

二
賠
建
二
十
戸
を
坂
東
塚
に
姐
築

し
、
住
宅
の
緩
和
に
帝
ｆ
Ｌ
生
す

▲
消
防
費四

七
六
七
万
四
千
円
▲

汕
防
の
機
動
力
と
繩
械
化
を
仇

化
す
る
た
め

、
狼
ン
ブ
唯
一
介
を

二
七
○
万
円
で
蜥
人
し
ま
す
。

ま
た
、
可
搬
川
力
ポ
ン
プ
一
合

を
四
二
万
円
で
、
小
捌
剛
力
ポ
ン

プ
奄
仙
川
の
口
川
川
二
台
を
一
九

○
万
円
で
、
そ
れ
ぞ
小
川
入
し
ま

す
‘
水
利
川
で
も
、
水
漱
惚
繋
と

の
凹
迎
を
も
た
せ
、
三
ト
パ
ヵ
所

に
工
川
曲
三
一
痂
万
Ⅲ
で
梢
火
朧

な
設
肘
、
貯
水
仙
一
紫
を
六
五
万

川
で
駒
木
原
地
内
に
伽
批
す
る
汁

伽
で
す
。
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Ｆ
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叫
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ｌ
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抑

１
▲
『
１

【
ｕ
制
ｉ

ｌ
Ｑ
狸

５
５ハリ

▲
教
育
費

二
億
三
七
一
四
万
四
千
円
▲

幼
恥
団
は
、
毎
年
定
員
を
越
え

る
入
尉
希
望
満
が
あ
叩
ま
す
。

全
員
就
馴
を
目
梛
に
？
希
望
肴

が
漸
噌
し
て
い
る
東
地
区
に
、
定

員
八
十
名
、
総
工
費
一
三

一
五
万

三
千
円
で
、
東
小
数
地
内
碓
坪
囚

三
三
平
方
メ

ト
ル
の
圃
舎
を
湛

設
＋
ろ
計
川
を
し
ま
し
た
。

中
学
教
育
の
伽
で
は
、
生
徒
の

体
力
側
上
と
ス
狼
ｌ
シ
の
媛
興
を

は
か
る
施
設
と
し
て
、
秋
川
中
に

池
呼
八
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
屋

内
巡
励
場
を
、
総
工
智
三
六
六
六

万
八
千
円
ぜ
、
高
萩
巾
に
は
、
一

一
四
二
万
山

ｒ
Ｎ
の

一
五
メ

ト

ル
ツ
ー
ル
を
符
断
殺
十
る
計
剛
で

す
。
ま
た
、
行
小
小
学
険
の
校
脅
、

佼
庭
の
盤
肺
廿
と
し
て
、
前
年
腱

の
ほ

ほ
偕
制
の
予
算
を
計
上
し
、

学
力
川
上
の
た
め
の
珊
雌
轆
蜥
を

は
か
り
ま
す
。

吐
灸
教
が
川
で
は
、
鰯
二
九
回

戦

城
川
体
聞
他
腫
伴
い
、
地
域
住

民
の
他
康
と
体
〃
づ
く
り
許
促
進

さ
せ
る
た
め
、
総
工
從
八
八
○
兀

刀
八
千
川
の
市
俄
Ｗ
球
珊
を
、
二

年
継
統
で
雛
没
す
る
釧
価
で
、
木

年
庇
分
孔
Ⅶ
七
川
万
一
千
門
を
洲

|ﾘj 』('i
4
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岬
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３
９
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１

戸
罰
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６
９

４
Ｔ
５
６

叩
一
咄
恥

２
－
１
川

'1

｢I｢ i ，【

1 236, 264 127. 1

ｔ
し
ま
し
た
‐

社
会
教
が
．
文
化
向
上
の
拠
点

と
な
る
中
央
公
民
航
の
迩
燐
費
と

初
年
庇
調
介
岱
と
し
て
、
川
七
五

″
三
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
弁
祁
学
級
識
座
智
奪

を
計
上
、
社
会
教
育
と
ス
水
ｌ
ッ

の
振
興
を
計
伽
し
て
い
ま
す

。

▲
特
別
会
計

一
億
六
九
○
八
万
円

国
民
健
噸
保
険
悔
粟
、
高
萩

班

園
罫
．
業
奪
．
、

に
計
上
し
ま
し
た
。

▲
公
営
企
業
会
計

三
億
八
七
五
四
万
三
千
円
▲

▲
水
道
事
業

水
催
生
活
に
な
く
て
ば
な
ら
な

い
も
の
：

…
そ
の
水
が
市
街
地
の

性質別にみた歳出予算の内訳
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負q

水
間
が
魑
く
、
象
な
さ
ん
に
た
い

へ
ん
不
塑
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
不
変
を
解
消
す
る
た
め
に
上

水
道
設
備
の
早
期
光
成
緋
望
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

前
年
庇
に
引
き
統
き
、
浄
水
勘

の
建
設
、
配
水
管
の
叩
設
、
導
水

符
の
布
設
評
の
工
伽
鞠
と
、
化
肱

・
ダ
ム
の
紘

設

分

拠

雅

等

、

四

十

七

年
十
月
通
水
を
目
標
怪
、
二
億

三
三
万
八
千
円
を
汁
Ｌ
Ｌ
主

し
た

▲
工
業
用
水
道
事
業

す
で
に
松
久
保
工
業
川
地
に
兆

出
希
望
の
あ
る
、
征
業
七
冊
茅
へ

の
同
期
（
吹
道
事
業
の
四
十
七
年

十
月
）
通
水
を
目
標
と
し
て
、

雌

水
、
浄
水
、
配
水
等
の
Ｉ
也
背
と

悩
貰
・
ダ
ム
の
建
設
分
仙
金
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、

億
八
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し
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米
の
生
産
調
整
昨
年
に
続
く

市
の
調
整
数
量
五
三
四
ト
ン

般
近
の
米
の
獅
給
関
係
は
、
澗
雄
等
へ
の
帷
作
を
行
な
い
、
や
む
た
だ
し
、
休
耕
擬
肋
柵
助
金
と
、
ま
た
は
、
農
粟
生
旅
に
必
嬰
な
狼

炎
が
減
退
す
る
一
方
、
生
遊
が
商
を
え
な
い
吻
合
は
休
排
と
す
る
。
昭
和
川
十
五
年
庇
に
永
年
Ｍ
物
を
地
で
あ
る
一
」
と

い
水
準
で
安
定
し
て
い
あ
た
め
、
奨
励
補
助
金
内
種
類
と
金
額
Ｍ
附
け
た
水
田
は
、
昭
和
川
十
九
⑤
昭
和
四
十
四
年
賑
の
水
稲
の
収

米
は
過
剰
状
態
に
あ
り
ま
す
。
川
休
腓
拠
励
杣
肋
金
年
哩
ま
で
獺
後
に
、
天
災
に
よ
り
水
稲
の
作

政
府
は
昨
年
に
ひ
き
続
い
て
、
単
な
る
休
排
柵
雌
水
剛
に
対
し
奨
励
補
助
金
の
交
付
付
が
不
可
能
に
な
っ
た
水
川
で
あ

米
の
生
産
調
雛
を
は
か
る
こ
と
に
一
○
ア

ル

あ

た

り

さ

れ

る

水

田

る

こ

と

な
り
ま
し
た
。
同
時
に
‘
適
地
唾
一
一
万
六
七
二
山
円
の
一
枚
の
水
川
で
あ
あ
こ
と
側
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
三
十
日

産
を
基
に
し
た
稲
作
転
換
を
祇
維
剛
普
珊
脈
作
熈
肋
汕
助
金
側
昭
和
四
十
六
年
度
の
水
稲
の
収
現
在
、
腱
用
地
で
あ
る
か
、
林
地

的
に
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
野
菜
、
ビ
ー
ル
麦
、
大
女
等
普
迦
砿
後
、
水
川
か
ら
泄
成
さ
れ
た
普
養
魚
池
ま
た
は
腱
業
乍
産
に
必
要

た
。
ま
た
本
年
は
、
政
府
に
死
り
作
物
を
作
付
し
た
洲
瀧
水
山
に
対
遡
畑
、
側
聞
地
、
林
地
で
あ
る
こ
な
施
設
の
倣
地
で
あ
る
こ
と

蔽
す
米
熾
に
間
す
る
政
令
の
一
部
し
、
一
○
ア
ー
ル
あ
た
り
と
⑦
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
三
十
Ⅱ

を
改
正
し
、
事
前
元
渡
申
込
限
度
二
万
六
七
一
画
プ
ラ
ス
剛
昭
和
山
十
六
年
庇
水
稲
の
作
付
現
在
、
農
地
法
第
四
、
五
条
の
申

の
数
量
を
定
め
ま
し
亀
五
○
○
○
円
が
可
能
な
水
田
で
、
昭
和
四
十
四
請
が
な
さ
れ
た
か
、
許
可
さ
れ
た

次
に
、
そ
の
概
略
を
説
刈
し
て
⑧
孵
別
岻
作
奨
励
補
助
金
年
雌
に
水
稲
の
作
付
が
行
な
わ
れ
水
田
以
外
の
水
田
で
あ
る
↑
」
と

農
家
の
熟
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
ほ
ぽ
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
姫
Ⅲ
た
水
田
で
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
一
一
の
場
合
、
林
地
、
蓋

い
し
ま
す
。
的
に
転
作
し
た
調
薙
水
田
側
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
三
十
日
魚
池
ま
た
は
農
業
生
産
に
必
漉
な

高
萩
市
調
整
目
標
数
量
永
年
性
杣
物
（
植
林
、
照
楜
等
）
以
降
、
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
三
施
設
の
敷
地
は
除
き
ま
す
）

五
三
四
ト
ン
を
被
付
け
た
調
幣
水
田
十
日
ま
で
に
造
成
さ
れ
た
養
魚
池

一
四
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
養
魚
池
ま
た
は
、
農
業
生
産

に
必

農
政
審
議
会
が

事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
要
・
な
施
設
の
敷
地
に
し
た
調
整
水

一
四
三
三
ト
ン
田
に
対
し
、
一
○
ア

ル
あ
た
り

実
施
期
間
二
万
六
七
二
四
円
プ
ラ
ス

発
足
し
ま
し
た

昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
昭
和
五
十
一
万
円

年
岐
ま
で
の
五
年
間
奨
励
補
助
金
の
交
付
期
間

米
の
生
産
調
整
の
指
導
方
針
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
昭
和
五
十
農
業
は
、
か
つ
て
な
い
転
換
期
そ
こ
で
市
と
し
て
は
、
二
月
一
一
十

飼
料
作
物
、
大
豆
、
果
制
、
野
年
度
ま
で
に
当
面
し
て
い
ま
す
。
六
日
に
高
萩
市
農
政
審
議
会
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。

、
ｊ
Ｉ
ｆ
ｌ
ｒ
、
Ｊ
、
ｊ
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Ｊ
、
ｊ
、
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ｒ
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ｌ
ｆ
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Ｊ
、
Ｊ
ｌ
ｊ
Ｌ
委
員
鈴
木
一
司
宇
佐
美
菩
平

市政と市民のパイ

明るく親しめる市づく

助役下山

r
,

少

｜
一郎 ､

（

．,､のて く
、とり道、鈴／
iにま ．市木、
なし筋助市

Iりたと役長
畠ま腰懸にの
『し協命就懇

l身た生に任謂
F ･活努いに

'誕瞳！
： 鷺主こ湖

イ

語‘,霊計
渓紮茎〈
i鯉。隼／ん、
;毒深く
得才 に同

I
ま 、 就意
）すは 任を

；かた い載

4J_とへ更j
長興即こ
委の 、応れ
昌諦調しは
は問整 、 、
、織等農市
市関を林の‘
識で目業総
会す的全合
議 ･に殻開
員 すの発

、 る開計
市 、発画
農 市振に

急変

りを

田

轡
峨
帽
札
池
畔
椴
榊
割
蝿
咋
鐘
鍛
壁
峠
永
か
新
郷
伽
恥
硫
姉
馳
継
蕊
一
部
畢
詐
物
獅
鑑
辰
夫

果
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
の
た
め
の
市
づ
く
り
に
参
剛
し
て
一
委
員
佐
藤
正
大
部
昭
雄

一
部
一
郭
捗
一
田
諦
》
広
次

深
笹
な
感
謝
の
通
を
我
す
る
次
餉
ま
い
り
た
い
と
考
え
き
す
の
で
、

で
す
。
な
お
一
耐
の
ご
指
導
と
ご
鞭
樋
を

今
回
、
は
か
ら
ず
も
市
長
の
椎
お
願
い
申
し
あ
げ
、
就
任
の
挨
拶

せ
ん
を
受
け
ま
し
て
、
市
縦
会
識
と
い
た
し
ま
す
。

す
ぁ
経
済
社
会
の
中
に
苦
は
な
は
だ
危
恨
い
た
す
も
の
で
坐

し
承
な
が
ら
十
七
年
間
、
市
民
の
が
全
力
を
尽
し
ま
し
て
市
長
を
琴

一
咋
会
犀
綱
柿
光
毯

と
な
る
よ
う
経
済
剛
体

迩
岱
の
維
敬
と
反
省
と

佐
し
、
市
政
発
展
の
器

め
努
力
い
た
す
所
存
示

す
。
私
は
市
政
に
つ
き
芽

し
て
の
経
験
は
全
く
）
」

ざ
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
常
に
初
沁

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

市
民
と
市
政
の
・
ハ
イ
プ

つ
き
ま

一

な
く
、
一

全
く
ご

に
初
心

一

滴
剛
体

反
省
と

の
辿
設

る
市
民

町
し
て
一
－

業
蚕
員
、
市
内
農
業
間
体
の
代
表
』

者
、
学
識
経
験
者
で
構
成
さ
れ
て
↓

い
ま
す
。
ま
《
Ｌ
、
調
査
研
究
を
専
一

問
的
に
行
う
た
め
、
専
問
部
会
が
岬

設
侭
さ
れ
、
委
口
の
中
か
ら
逓
出
班

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
と
、
部
会
の
術
成
は
次
の
恥

と
う
り
で
す
。

高
萩
市
農
政
審
謂
会

斎
藤
佃
好
細
金
芳
隆

林
業
部
会

会
艮
鈴
木
亜
光

番
昌
鈴
木
藤
雄
大
部
消

鈴
木
淌
二
郎
松
本
岻

宮
田
愛
子 4件に1 件かタバコの 火

二;二二二二

瀞

罰
損害額4746万5千円ニー＝＝＝

零 § I
ド

i
坐 ノ一

総
合
調
整
部
会

部
会
良
細
金
繁

委
員
吉
川
秀
吉
鈴
木
好
之

大
久
保
滴
巾
励
挫

郷
土
砿
治
（
以
上
敬
称
略
）

昨
年
一
年
間
で
市
内
に
起
き
た

火
災
は
‐
総
件
数
血
十
一
件
で
し

た
，
こ
の
う
ち
、
建
物
の
火
災
が

二
十
件
、
森
林
原
野
な
ど
山
火
屯

と

よ

ば

れ

る

も

の

が

十

囚

件

、

そ
の
他
が
上
件
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
れ
老
原
因
別
に
見
ま
十
と
、

劇
ベ
ィ
ー
の
火
が
原
悶
の
火
喋
が
十

三
件
で
一
位
に
な
っ
て
い
ま
ず
。

次
が
子
供
の
火
遊
び
と
、
飛
び
火

に
よ
る
も
の
で
、
ど
ち

ら
も
六
件

煙
突
、
電
熱
器
等
の
加
熱
に
よ
る

も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
三
件
、
、
洲
風

呂
が
原
因
し
た
も
の
が
二
件
、
不

明
、
そ
の
他
が
十
六
件
あ
り
ま
し

た
。

ま
た
、
仙
郷
額
は
川
七
Ⅶ
六
万

五
千
円
に
も
た
っ
て
い
ま
す

。
昭

和
四
十
山
年
に
比
雌
し
ま
す
と
件

激
で
二
十
件
、
扣
押
額
で
は
、
二

六
一
二
万
九
千
川
も
則
え
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

昨
年
は
、
二
川
か
ら
四
月
に
か

け
て
拠
附
帖
鰈
が
紬
き
，
下
珊
旧

←

蕊撚蕊
辮
癖
癖
蕊
騨
鍵

灘

中央公民館9月に完成

１
１
列
ク
ノ
ー
三の

１
，
Ｊ
姑９
は
も

得
頁
。
る

を
聯
㎡
て

力
く
郡
立

協
式
４
役

の
工
血
に

た
起
１
。
興

が
は
枇
寸

版

た
に
川
唾
ゆ
覗

力
Ｉの
川
池
口
刻
嘩

主
Ⅱ
階
え

世
３
２
鮒
が
曜

寸
稚
拙
細

の

、

〃

、
．

名
既
４
す
リ
６
。
て
ぺ

、
に
。
〃
室
う
し
餓

泓
で
た
ン
縦
ょ
と
野

伽
す
し
．
全
し
設
副

民
も
ま
皿
Ⅱ
と
ま
施
泌

公
地
し
鉄
室
て
育
叶

央
盤
工
つ
党
立
数
ｋ

討
弛
封
地
郵
州
恥
唖

．
Ｊ
洲
‐
１
二
１
，
Ｆ
Ｆ
，

噸

リ

ツ

〃

私

、

可

９

念
な
長
暇
実
て
、
、

の
に
巾
は
理
つ
は
ま

間
び
る
物
調
ま
談
い

い
運
れ
処
、
を
施
』

が
の
入
の
室
成
の
‐

な
収
を
こ
書
完
一

る

完
ワ
図
ｒ
す

の
大
火
を
は
じ
め
、
林
野
火
災
が

多
か
っ
た
↑
」
と
が
、
件
数
、
損
害

額
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

速
い
通
報
、
少
な
い
損
害
／
・

火
事
と
救
急
は
一
一
九
番
ヘ
ノ
．

石
油
風
呂
の
火
災
に

注
意
Ｌ
ま
し
よ
う

最
近
、
石
油
瓜
呂
の
火
災
や
、

火
災
寸
前
の
例
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
原
凶
は
異
状
燃
焼
に
よ
為

も
の
で
す
。

石
油
風
Ｈ
は
、
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①
燃
娩
室
の
内
尚
、
外
筒
は
常
に

油
撤
し
て
お
く
こ
と
。

②
灯
油
を
補
給
す
る
と
き
は
、
こ

ほ
さ
な
い
こ
と
。

こ
ぼ
れ
た
ら
，
よ
く
拭
き
と
る

』
」
，
と
。

③
給
汕
は
点
火
す
る
前
に
す
る
こ

し
」
Ｕ
途
中
で
給
油
す
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
し
て
か
ら
す
る
こ
と
。

④
点
火
し
た
ら
炎
を
鯛
離
し
、
炎

か
安
定
す
る
ま
で
そ
の
場
を
離

れ
な
い
こ
と
。

※
炎
の
調
轆
が
悪
い
気
不
完
全

燃
焼
を
起
こ
し
ま
す
。

不
完
全
燃
焼
は
、
短
時
間
で
も
内

部
を
「
ス
ス
」
で
よ
ご
し
、
辰
時
』
■

間
怖
除
を
し
な
い
塒
令
と
同
じ
状
ロ

態
に
な
り
ま
ず
。

こ
の
「
ス
ス
」
が
火

災
の
大
き
な
亜

原
凶
と
な
り
ま
す
。

⑤
熱
交
融
器
（
渦
の
川
る
部
分
）
工

の
緑
除
は
毎
日
す
る
よ
う
に
こ
Ⅲ

こ
ろ
が
け
ま
し
よ
う
。

※
熱
変
換
器
の
内
部
値
禰
灰
や
、
岬

鉄
分
（
サ
ピ
）
な
ど
か
た
ま
り
、
・

渦
の
流
れ
が
鯉
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
極
端
に
な
る
と
「
カ
ラ
ダ
エ

キ
」
と
同
じ
状
態
に
な
り
、
火
災
抑

の
原
出
に
な
り
ま
す
。

こ
の
見
分
け
方
は
、
次
の
よ
う
岬

に
し
ま
す
。
』

ま
ず
脇
の
沸
き
方
が
悠
く
な
り
咄

ポ
コ
ポ
コ
と
両
う
音
が
し
た
り
し
口

求
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
販
仙

光
店
な
ど
で
兇
て
も
ら
う
よ
う
｝
一
口

し
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
、
塩
分
が
刑

多
く
含
ま
れ
て
い
る
水
を
使
う
家
配

庭
で
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

■

職
場
に
家
庭
に
防
火
の
備
え
／
、
山

消
化
器
を
備
え
ま
し
ょ
う
／
”
ロ■

春
さ
き
は
山
火
事
が

■

多
い
と
き
で
す
・

例
年
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
。■

て
は
、
山
火
事
が
多
く
発
生
し
圭

す
。
た
き
火
、
子
供
の
火
遊
び
、
。■

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
に
は
、
十
分
Ⅲ

注
意
し
て
く
だ
さ
聡
叩

と
く
踵
、
春
先
待
有
の
突
風
で
、
Ⅲ

大
火
に
な
る
危
険
が
あ
り

二
手
“
唐
醐

火
の
用
心
に
は
こ
ん
な

■

こ
こ
ろ
が
け
を
し
ま
し
ょ
う
脾

①
た
き
火
な
ど
は
、
安
全
な
場
所
唾

で
、
周
朋
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
ｍ■

な
い
か
十
分
に
確
か
め
ま
し
ょ
う
口

②
消
化
器
具
は
適
正
な
も
の
を
選
Ⅱ

び
ま
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
口

検
定
品
を
選
ぶ
こ
と
が
第
一
で
す
岬

そ
し
て
常
に
点
検
を
怠
ら
な
い
こ
旧

と
。
故
障
し
た
冊
具
は
す
ぐ
に
、
岬

修
理
し
ま
し
ょ
う
。

③
消
化
器
の
使
い
方
は
正
し
く
・
恥

注
意
好
き
を
よ
く
統
ん
で
使
川
し
・

て
く
だ
さ
い
．

。

④
火
の
元
の
後
仕
末
は
確
実
に
行
に

い
ま
し
ょ
う
。

叩

寝
る
と
き
出
る
と
き

消
し
た
か
切
っ
た
か

も
う
一
度

棚功させよ.⑥4脇茨城国伽
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，
ｈ
・
Ｊ
ｆ

Ｌ
４
７

ｈ
０
ｒ
ｈ
則
ｊ
０
Ｍ

ｈ

明

川
口
、
Ｊ
１

吐
凸
Ｉ
ｒ

里
ｄ
Ｐ
１
ｑ
ｊ
Ｊ

、

新
ら
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

お
ま
つ
り
を
管

従
来
の
こ
の
時
期
は
「
桜
ま
つ

り
」
の
こ
ろ
で
し
た
。

市
と
市
商
工
会
、
市
観
工
協
会

は
、
名
和
団
体
等
（
詳
細
後
記
）

の
協
殻
を
得
て
、
こ
と
し
か
ら
、

「
高
萩
ま
つ
り
」
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
お
ま
つ
り
唯
、
市
民
総
参

加
の
楽
し
い
催
し
で
す
。

次
に
「
高
萩
ま
つ
り
実
施
要
領

（
案
）
」
か
ら
ひ
ろ
い
害
き
し
て

み
、
菫
し
た
。

目
的

市
民
総
参
加
に
よ
る
ま
つ
り
で

観
光
客
の
誘
致
を
は
か
る
と
同
峠

に
、
市
商
店
会
振
興
対
策
の
一
助

に
す
る
。
名
称

高
萩
ま
つ
り

主
催

市
と
市
商
工
会
、
市
観
光
協
会

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
高
萩
ま
つ
り

公証役場を利用しましょう

I金銭
の
貸
し
役
場
で
公
碓
証
瞥
に
し
て
お
く
こ

術
り
、
不
動
産
と
が
一
薪
よ
い
方
法
で
す
。

の
売
買
、
そ
の
公
爪
証
許
は
、
公

証
人
を
判
検

他
い
ろ
い
ろ
の
肝
、
法
務
川
艮
介
艘
士
な
ど
の
中

契
約
や
世
．
爾
な
か
ら
法
務
大
原
が
任
命
し
、
側
の

ど
を
法
神
的
に
賄
将
で
法
令
に
従
っ
て
つ
く
り
ま

確
実
で
強
力
な
す
り
で
、
契
約
の
椛
拠
と
し
て
の

も
の
に
す
る
た
信
州
牡
完
全
で
す
噂

め
に
は
、
公
証
嫌
な
る
Ⅱ
約
束
や
、
斑
事
者
間

公正証書の手数料

目的価桔

1 0万円まで

20万円まで

50万円まで

手 数 科

！円
円

０
０

０
０

５
６

協
費

市
股
莱
協
回
組
令
多
間
糾
雌
峰

難
協
岡
組
合
符
新
川
間
萩
支
胤

市
内
金
触
機
関
市
内
各
商
店
合

川
内
各
祁
会
祉
朋
休

期
間
と
日
程

四
月
八
日
か
ら
四
Ⅱ
十
一
日
ま
で

鰯
一
日
八
日
（
木
岬
日
）

商
戦
生
‐
市

場
所
商
萩
家
群
市
賜

時
間
午
前
九
時
共
進
会

午
後
十
二
時
せ
り
市

第
二
日
九
日
（
金
）

高
萩
盆
戦
展
と
杣
木
市

場
所
市
役
所
前
の
唾
場

時
間
午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

第
三
日
十
日
（
土
）

市
内
小
中
学
校
の
プ
ヲ
｝
〈
バ
ン

ド
行
進
各
町
山
車
（
だ
し
）

の
余
興
沌
神
社
、
八
幡
宮
の

ふ
こ
し
の
お
さ
が
り

第
四
日
十
一
日
（
日
）

円

円

円

０
０
０

０
０
０

９
２
７
Ｌ

Ｌ

1 00万円まで

200万円まで

500万円まで

0 （) 0万円まで

2．400 1

0円

とに500円

3．5

5()0万円を増す51 000万円以上

の
契
約
書
だ
け
で
は
、
相
手
が
約

束
を
実
行
し
な
い
と
ぎ
栽
判
に
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
公
正
証
書

が
つ
く
っ
て
あ
れ
ば
栽
判
が
な
く

て
も
、
公
正
証
書
の
力
で
強
制
執

が
行
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
公
正
証
書
を
つ

く
っ
て
お
く
と
、
争
い
も
・
禾
然
に

防
止
で
き
、
安
全
な
わ
け
で
す
。

最
近
は
一
般
の
ひ
と
ぴ
と
も
公
証

制
度
を
利
用
し
て
お
り
圭

二
Ｊ
Ｅ

公
正
証
罫
は
、
ど
こ
の
公
証
役
場

で
も
つ
く
れ
。
ま
す
。
法
律
を
知
ら

雄
く
て
も
、
手
軽
な
手
続
、
き
で
依

頼
で
き
ま
す
し
、
代
埋
人
で
も
依

頼
で
き
ま
す
。

公
正
証
脊
を
つ
く
る
手
数
料
は

証
祢
の
内
群
の
価
格
に
よ
り
ま
す

が
韮
本
料
金
と
喋
内
の
公
証
役
場

で
は
表
の
と
お
り
で
す
。

手
統
き
の
く
わ
し
い
』
」
と
は
股

寄
り
の
公
征
從
場
か
法
務
局
に
た

ず
れ
て
く
だ
さ
い
。

州
縦
は
無
料
で
す
。

水
戸
公
証
役
場

水
戸
市
三
の
九
一
の
四
の
五
○

茨
城
自
治
会
館
二
階

岻
話
水
戸
（
こ
こ八
七
五
八

土
浦
公
証
役
場

土
浦
市
前
谷
原
三
○
二
七
の
九

シ
ヤ
ル
ム
ピ
ル
四
階

電

話

土

浦

（

一）
六
七
五
皿

日
立
公
証
役
場

日
立
市
神
峰
町
一
の
一
○
の

一

電
話
（
こ
こ

五
七
九
一

取
手
公
証
役
場

取
手
市
取
手
甲
八

三

電
話
取
手
（
二
）

二
三
二
○
’

一
三
二
一

脚
衛
隊
音
楽
隊
の
行
進

行
小
拠
所
参
加
大
カ
ー
’
一
バ
ル

行
町
山
巾
の
余
興

以
上
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

市
に
、
楽
し
い
行
が
が
一
つ
加
え

ら
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で

、
炉
Ｊ
回

春
の
交
通
安
全
運
動

新
入
学
児
・
園
児
を
事
故
か
ら
守
ろ
う

こ
の
迎
伽
は
、
人
命
啄
噸
の
兄
地
か
ら
、
炎
瑚
耶
故
坊
止
の
微
睡
が
来
な
い
時
に
棚
断
す
る
よ
う
、

を
川
的
と
し
ま
す
。
と
く
に
、
ル
折
者
の
交
血
郡
故
の
絶
滅
と
、
行

こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
習
価
づ
け

楽
期
の
那
故
防
止
を
Ⅱ
似
に
、
す
べ
て
の
歩
行
桁
、
虹
帖
者
、
巡
転
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

折
の
服
い
主
、
そ
の
他
巡
路
交
囲
に
剛
係
す
る
秤
に
、
交
苅
安
全
恩
「
ま
だ
渡
れ
る
」
は

池
の
周
知
徹
底
を
閏
る
こ
と
を
川
的
と
し
ｆ
す
。

「
も
う
危
な
い
」

新
入
学
児
童
、
剛
児
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
幼
児
、
児
亜
、
生
徒

急
な
飛
び
出
し
は
絶
対
に
Ｌ
な

に
正
し
い
加
打
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
↑
」
と
を
日
的
と
し
ま
す
。

ま
た
保
護
者
は
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
保
渡
す
る
筏
務
を
徹
底
し
い
「
く
せ
」
を
つ
け
さ
せ
て
く
だ

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
搬
を
御
悩
つ
け
患
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
さ
い
。運
転
者
の
皆
さ
ん
に
お
ね
が
い

今
回
の
交
通
渋
全
通
動
は
、
削
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
苫
ｗ
刀
し
、
考
え
ら
し
ま
す
。

期
と
後
期
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
学
期
に
な
り
、
危
険
な
道
路

前
期
は
四
月
五
日
か
ら
十
Ｈ
ま
で
自
分
の
子
は
も
ち
ろ
ん
、
仙
人
の
を
多
く
の
子
供
た
ち
が
通
り
ま
す

の
六
日
間
。
お
子
さ
ん
に
も
、
交
通
安
全
の
た
登
下
校
時
の
通
学
路
な
ど
は
、
で

‐
こ
ぐ
に
軒
入
学
児
童
、
園
児
の
安
駒
「
や
さ
し
い
注
意
、
愛
の
一
声
き
る
限
り
避
け
る
よ
う
な
運
転
で

全
碓
保
と
、
老
人
子
供
の
事
枚
防
」
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

事
故
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
・
さ
い

止
な
ど
を
対
象
に
行
い
霞
す
。

後
期
は
四
月

一
十
六
日

か
ら
五
危
な
い
危
な
い
子
供
の
そ
ば
を
通
過
す
る
場
合
、

月
一
円
一
呈
ｌ

の
六
日
間
。
ひ
ょ
っ
こ
り
飛
び
出
し
間
隔
聖
哲
充
分
に
取
り
、
万
一
に
備

』一

れ

は

、

正

し

い

道

路

の

横

断

う

っ

か

り

横

断

え

た
除
行
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い

飲
酒
運
転
な
ど
行
楽
期
の
事
皎
防
交
皿
の
流
れ
が
多
い
沿
道
で
は
、
ヒ
ヤ
ー
ッ
と
し
た

止
を
対
象
に
行
い
ま
す
。
子
供
の
飛
び
川
し
．
無
理
な
械
断
あ
の
一
瞬
を
忘
れ
る
な

子
供
の
交
通
事
故
の
多
く
は
保
護
が
事
収
の
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
楽
し
い
幸
福
な
家
庭
を
、
一
瞬

者
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。

子
供
を
、
交
通
弔
故
か
ら
守
る
工
遠
く
に
見
え
て
も
車
は
速
い
の
不
注
意
か
ら
破
壊
し
な
い
よ
う

夫
は
．
家
庭
、
学
校
、
幼
稚
間
な
十
分
な
安
全
教
育
を
行
い
、
車
安
全
運
転
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

刷
写
ｉ
，
晶
晶
…
、
こ

、
酔
忠
■
■
現
噌
》
亀
郡
騨
騨
哩
騨
狸
擦
詞
頚
字
顧
騨
悪
抽
揮
噌
韓
諒
製
蕊
圃

で
す
が
、
近
い
う
ち
に
こ
の
他

去
る
二
月
一
口
か
ら
、
巾
内
の
地
と
、
春
Ｒ
町
の
後
藤
自
転
車
店
ヵ
所
当
〆
設
縁
す
る
予
定
で
－
３
ｃ

大
部
分
の
主
要
道
路
か
駐
車
禁
止
裏
に
市
営
佃
料
駐
澁
場
を
つ
く
り
路
卜
霊
宙
Ｅ
し
な
い
で
、
産

場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

に
な
り
．
駐
車
場
の
設
置
が
の
ぞ
ま
’
た
。

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
市
役
所
前
の
駐
車
場
は
、
約
育

亨さ

で
、
市
役
所
前
の

農
協
肱
台
、
全
単
極
が
眺
申
一
ど
き
ま
す
。
（
写
真
は
）
大
和
町
の
駐
車
場

１
Ｊ
’
ｂ
，
’
１
１
Ｐ
Ｊ
Ｌ
ｒ
．
’
、
Ｊ
Ｔ
Ｊ
Ｊ
ら
ｉ
上
７
１
，
１
４
で
Ｊ
ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｌ
１
■
可
ｊ
Ｌ
Ｆ
ｂ
１
４
ｖ
ｊ
Ｉ
ｒ
１
１
ｑ
Ｊ
Ｊ
ｂ
Ｆ
Ｓ
１
１
Ｊ
Ｊ
ｐ
１
ｌ
ｄ
１
ｊ
４
Ｄ
０
１
Ｊ
ｑ
ｒ
．
ｂ

．
、
４
．
‐
Ｊ
Ｉ
Ｆ
１
．
．
９
．
，
Ｊ
§
。
・

声

、．△

．
吉
．
、
△

二
・
．
・
皀
口

マ△

豆

、
．
・
三
△
ロ

？

駐車場をご利用くださ､

春
日
町
の
駐
車
場
は
約
三
十
台
が

駐
車
で
き
ま
す
が
、
大
型
車
は
駐

車
で
き
ま
せ
ん
。

駐
車
場
は
両
方
と
も
、
駐
車
時

間
が
三
時
間
以
内
で
す
が
、
特
に

春
日
町
の
駐
車
場
は
せ
ま
い
う
え

に
利
川
者
が
非
常
に
多
い
の
で
、

川
邪
が
済
匙
ま
し
た
ら
車
両
を
移

動
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
ひ
と

た
ち
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
の
と
こ
ろ
、
市
役
所
前
の
駐

車
場
は
か
な
り
空
い
て
い
・
藍
す
。

な
お
、
駐
車
場
で
の
晦
雛
や
、

車
両
の
損
傷
な
ど
に
つ
い
て
は
、

市
で
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
市
営
駐
車
場
は
一
一
カ
所

で
す
が
、
近
い
う
ち
に
こ
の
他
二

カ
所
を
設
涜
す
る
予
定
で
す
ｃ

路
上
駐
車
膣
し
な
い
で
、
駐
車

場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

一舌 壷

高萩霊園

墓地募集中

、
Ⅶ
″
、
閏
仰
山
、
Ⅱ
Ⅶ
１
Ｊ
、
勺
り
し
則
Ⅱ
、
、
川
貼
●
Ｉ
Ｆ
田
丸
ｆ
珊
財
叩
ｒ
咋
咄
Ｊ
叩
●
Ｊ
Ｆ
Ｔ
Ｌ
川
叱
、
Ｉ
旧
’
■
Ⅲ
Ｌ
１
Ｊ
、

叱叱

側
Ｌ
ｅ
Ｉ
Ｉ
切
目
１
月
兇
Ｊ
、
．
Ⅲ
Ｌ
’
■
川
叱
ｑ
Ｈ
Ｌ
Ⅶ

表
札
と
郵
便
番
号
を
必
ず
転
居
し
た
と
き
の
郵
便
利
用

新
住
所
に
郵
便
が
間
遮
い
な
毎
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て

く
配
達
さ
れ
あ
よ
う
、
新
厩
に
入
学
、
卒
業
‐
就
職
、
転
勤
な

は
家
族
全
員
の
名
前
が
は
つ
き
ど
の
た
め
、
住
居
の
変
る
入
が

り
わ
か
る
表
札
を
出
し
て
く
だ
多
く
な
り
ま
す
。

さ
い
。
次
の
点
に
注
意
し
、
迷
い
子

ま
た
、
大
型
の
郵
便
物
脇
は
い
郵
便
の
防
止
に
協
力
し
て
く
だ

あ
標
樅
蜆
粘
の
郵
便

受
箱
の
設
侭
も
お
剛
郵
便
局
か
ら

い
し
ま
す
。

住
所
を
正
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す

あ
ら
た
な
住
所
か
ら

郵
便
物
を
川
す
と
き
ば
、
差
出
さ
い
。

鋤
誰
輌
錘
柾
飛
嘩
諏
乢
で
鋤
“
郵
便
局
へ
転
居
届
を

さい

〉
賑
居
し
た
ら
忘
れ
ず
に
郵
便

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
在
住
者
に
局
へ
転
居
届
を
出
し
て
く
だ
さ

隙
○
○
荘
Ｃ
号
室
○
○
様
方
い
。
郵
便
局
で
は
、
転
居
屈
が

な
ど
の
肩
言
き
を
正
磁
に
書
く
出
さ
れ
ま
す
と
、
旧
住
所
に
宛

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
て
ら
れ
た
郵
便
物
を
一
年
間
新

墓地使用料 1基
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希望者( よ市役所保健凍

生課まで

■
■

の
妊
婦
と
乳
児
（
満
一
才
）

康
診
査
が
艸
料
で
う
け

ら
れ
ま
す

診
査
の
対
象
に

な
る
世
帯

①
生
活
保
泌
法
に
よ
み

被
保
棚
枇
幣

②
削
年
唯
分
の
市
乢
税
圭一

の
非
課
税
肚
排

③
所
得
税
の
額
が
、
四

八
○
○
円
以
下
の
世
一

ぴ
け
一
一

診
査
の
内
容

妊
婦
一
般
健
康
診
査

蕊
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
を
う
け
る
と
き
唯
、

印
か
ん
を
持
参
し
て
申

し
州
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
が
発
行
さ
れ

ま
す
と
、
次
の
健
康
診

査
が
、
妊
婦
前
期
、
後

朋
と
一
回
づ
つ
艇
料
で

う
け
ら
れ
ま
す
。

①
梅
毒
血
清
反
応
検
査

②
血
色
素
検
査

③
血
腿
の
狐
定

④
尿
の
化
学
検
査

※
受
診
す
る
と
き
は
、
受
診

炳
院
の
窓
口
へ
机
出
し
て
？

妊
婦
と
乳
児
（
荷
一
才
）

－

妊
姉
の
健
康
診
査
と
妊
婦
、
乳

児
の
精
密
健
康
診
査
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
診
杏
は
、
こ
の
三
月
か
ら

始
め
ら
れ
、
次
に
該
当
す
る
肚
帯

の

の
陸

※
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
早
め

査
に
受
診
さ
れ
易
●
よ
う
、
お
す
す
め

き
は
、
受
診
券
を
し
ま
す
。

提
出
し
て
く
だ
さ

こんな健康診査制度が
八

番高

で萩 できました
す保
・健 料

金
は
手
紙
と
同
じ
》

十
五
円
で
す
が
、
は
が
き
の
約
》

三
倍
は
書
け
ま
す
。
そ
れ
に
写
一

真
や
圭
Ⅱ
類
も
、
一
枚
程
度
は
同
一

封
す
る
差
．
一
と
も
で
き
る
（
全
体
》

の
重
量
が
十
グ
ラ
ム
以
内
）
雫

な
ど
、
圭
卜
い
へ
ん
便
利
で
す
》

の
で
、
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
一

き毎

今

Ｊ

Ｂ

一

住
所
へ
転
送
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す

な
お
、
転
居
届
の
用
紙
は
、

郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

ミ
ー
ー
レ
タ
ー
の
ご
利
用
を

ミ
ニ
レ
タ
ー
（
郵
便
沖
簡
）
は

通
信
文
を
密
い
て
折
り
た
た
ふ

ノ
リ
シ
ロ
を
は
り
合

せ
る
だ
け
で
郵
便
と

し
て
差
し
出
せ
、
簡

便
に
利
用
で
き
る
も

の
で
す
口

妊
婦
精
密
健
康
診
査

市
や
保
健
所
、
病
医
院
な
ど
で

行
な
う
妊
婦
健
康
診
査
の
結
果
に

よ
り
、
妊
娠
中
森
症
な
ど
妊
娠
や

肌
産
に
直
接
な
支
障
を
お
よ
ぼ
す

l『

こ
れ
は
、
市

や
保
鯉
所
、
病

医
院
な
ど
で
診

査
を
う
け
、
疾

病
の
疑
い
が
あ

ろ
と
診
断
さ
れ

た
乳
児
に
対
し

て
、
二
回
行
な

わ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
ひ

と
は
、
市
役
所

衛
生
課
の
窓
口

高
萩
保
健
所
へ

問
い
あ
わ
せ
て

く
だ
さ
い
・

筋
電
話
は
二
六
二

疑
い
が
あ
る
妊

翻
に
、
一
回
行

な
わ
れ
る
健
服

診
査
で
す
。

乳
児
精
密
健

康
診
査

－592－


